
（別紙３）

～ 令和8年2月28日

（対象者数） 1名 （回答者数）
1名

～ 令和8年2月28日

（対象者数） 7名 （回答者数）
7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

〇今後更に合同の活動を充実させ、公共施設等を利用した

長期休みの活動も検討していきます。

2

〇部屋は分かれていますが見通しはよく、子どもたちがのび

のび活動できるようにしています。

3

〇引き続き、一人ひとりに合わせた支援を職員間で協議して

いきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

〇近隣に公園は充実しているため、その日の利用状況や職員

の配置を考えながら出かけています。

〇作物を育てる等の体験が必要であればプランターを利用す

るなど工夫をしようと思います。

2

3

〇庭がないため、場面転換等で気軽に外に出ることができませ

ん。作物を育てるなどの活動をすることができません。

〇立地的に難しいです。

〇子どもたちの生活空間は分かりやすく構造化しています。 〇子どもたちが過ごすデイルーム・食事を摂る食堂・静養室な

ど用途によって部屋が分かれています。

〇ロッカーや手拭きタオルを置く場所等に顔写真を貼ったり、

遊びたいものを伝える手段の一つとして写真カードを常設して

います。

〇子どもの状況に合わせて活動を組み立て、活動しています。 〇現在人数が少ないため、個別支援をきめ細かく行うことがで

きています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

〇同法人内に３か所の放課後等デイサービス事業所があること

を生かし、合同行事を開催し、普段できない体験の機会を提供

しています。

〇職員も、合同研修等で自分の支援の振り返りをしながら自己

研鑽できるようにしています。

〇法人内３か所の放課後等デイサービス事業所の合同行事とし

て保護者参加のクリスマス会を開催し、いつものプログラムと

は違った体験をできる機会を作っています。保護者同士や保護

者と職員間の交流、デイでの子供たちの様子を見ていただく機

会となっています。

〇職員の合同研修を行い、自己研鑽の場を提供しています。

○事業所名 社会福祉法人ききょう会　こどもステーション東国分寺台

○保護者評価実施期間
令和8年2月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和8年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月19日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 16名 （回答者数）
13名

～ 令和8年2月28日

（対象者数） 7名 （回答者数）
7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

〇今後更に合同の活動を充実させ、公共施設等を利用した

長期休みの活動も検討していきます。

2

〇部屋は分かれていますが見通しはよく、子どもたちがのび

のび活動できるようにしています。

3

〇今後更に充実した活動を行なえるよう工夫していきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

〇近隣に公園は充実しているため、その日の利用状況や職員

の配置を考えながら出かけています。

〇作物を育てる等の体験が必要であればプランターを利用す

るなど工夫をしようと思います。

2

3

○事業所名 社会福祉法人ききょう会　こどもステーション東国分寺台

○保護者評価実施期間
令和7年2月1日

○保護者評価有効回答数

令和8年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月19日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

〇庭がないため、場面転換等で気軽に外に出ることができませ

ん。作物を育てるなどの活動をすることができません。

〇立地的に難しいです。

〇同法人内に３か所の放課後等デイサービス事業所があること

を生かし、合同行事を開催し、普段できない体験の機会を提供

しています。

〇職員も、合同研修等で自分の支援の振り返りをしながら自己

研鑽できるようにしています。

〇法人内３か所の放課後等デイサービス事業所の合同行事とし

て保護者参加のクリスマス会を開催し、いつものプログラムと

は違った体験をできる機会を作っています。保護者同士や保護

者と職員間の交流、デイでの子供たちの様子を見ていただく機

会となっています。

〇職員の合同研修を行い、自己研鑽の場を提供しています。

〇子どもたちの生活空間は分かりやすく構造化しています。 〇子どもたちが過ごすデイルーム・食事を摂る食堂・静養室な

ど用途によって部屋が分かれています。

〇ロッカーや手拭きタオルを置く場所等に顔写真を貼ったり、

遊びたいものを伝える手段の一つとして写真カードを常設して

います。

〇年間行事や外出、体験学習など活動の企画立案をし、提供し

ています。

〇季節の行事や伝承遊び、制作、調理実習等、利用している子

どもたちに合わせて様々な活動を行なっています。

事業所における自己評価総括表公表


